
 

 

授業改善推進プラン【社会科】 
                             谷戸第二小学校 

 

１ 日常における課題分析 

＜関心･意欲・態度＞ 

社会科への興味・関心は高く、見学や調べ学習に意欲をもって取り組

む。 

＜思考・判断・表現＞ 

 資料から読み取った事実から自分なりの考えを導き出すなど、自ら考

えていくことを苦手とする児童が多い。 

＜技能＞ 

身に付けた知識や感じたことを言葉にして表現する力に個人差が大き

い。 

＜知識・理解＞  

地図帳や地球儀の扱い方、都道府県の名称、歴史上の出来事や人物の

名前、など、正確な知識が未定着の傾向がある。  

 

 

２ 授業改善の方策 

  ＜関心･意欲・態度＞ 

・ 導入で児童を引き付ける工夫をする。  

・ 社会的な事象や事実の背景にある、人の願いや思いに気付かせる。 

・ 人や社会に自分からどのようにかかわっていくかについて考え、進ん

でかかわろうとする態度を育てる。 

＜思考・判断・表現＞ 

・ 資料の見方をおさえ、数値の変化や、他の資料との異同などに着目し、

自分の考えをまとめることができるようにする。 

・ 資料を読み取り、活用するに当たり、適切な発問や指示を適宜行う。 

＜技能＞ 

・ 地図や地球儀、年表などを用いた調べ学習を行い、教材・教具の使い

方を定着させる。 

・ 分かったことを文章や図、表などにまとめたり、話し合ったりして読

み取りに生かしていく。 

 

＜知識・理解＞ 

・授業では調べる活動や体験的な活動が中心になり、基礎的な事項を繰り

返し押さえる学習が不足しがちな傾向がある。学習したことを全体で共

有し、一般化を図る作業を大切にしたい。 

     ・学習内容を整理したり、フラッシュカード等を用いて確認したりする 

   時間を設ける。 

 

 

 

３ 補充的・発展的な学習指導  

  活用型の学習を進める中で出てきた新たな疑問をさらに追究する時間

を設定し、問題解決の力を育てる。また発展的な学習については地域の実

態や総合的な学習の時間との関連も図っていく。 


